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52)  米田徳子，伊藤実香，福田香織，在田幸太郎，野村恵子，米田 哲，塩崎有宏，齋藤 滋．血友病 A ならびに B 保
因者妊婦 2 例への遺伝カウンセリング．第 42 回日本遺伝カウンセリング学会学術集会；2018 Jun 28-Jul 1；仙台． 
53)  岩田圭介，安田一朗，向井 強，岩下拓司，安藤暢洋，杉原潤一，清水雅仁．術後膵液瘻に対する EUS 下ドレナー
ジの治療成績．第 49 回日本膵臓学会大会；2018 Jun 29；和歌山． 
54)  馬淵正敏，土井晋平，國吉宣行，関根一智，辻川尊之，安田一朗．慢性膵炎に対する Interventional Endoscopy．第
49 回日本膵臓学会大会；2018 Jun 29-30；和歌山． 
55)  辻川尊之，土井晋平，國吉宣行，関根一智，馬淵正敏，岩下拓司，上村真也，向井 強，岩田圭介，安田一朗．膵
癌に伴う癌性疼痛に対する超音波内視鏡下腹腔神経叢／神経節ブロックの比較検討．第 49 回日本膵臓学会大会；
2018 Jun 29-30；和歌山． 
56)  南條宗八，ジブラン・スアレー・ムハンマド，安藤孝将，杉山敏郎．ヘリコバクター・ピロリ感染は DNA メチル化
によりオートファジーを破綻させ，胃発がんを促進する．第 24 回日本ヘリコバクター学会学術集会（上原 H.pylori
最優秀賞講演）；2018 Jun 29-Jul 1；大分． 
57)  安村 敏．シンポジウム エビデンスに基づいたアルブミン製剤の適正使用について．日本外科代謝栄養学会第 55
回学術集会；2018 Jul 5-7；大阪． 
58)  堀松高博，中山昇典，森脇俊和，大津 智，安井久晃，朝山雅子，森山一郎，中島幸治，馬場英司，北村 浩，田
村孝雄，安藤孝将，武藤 学．切除不能・再発小腸癌に対する標準治療の確立について．第 89 回大腸癌研究会；2018 
Jul 6；新潟． 
59)  田尻和人，二日市有花，長田功平，小林才人，安村 敏，高原照美，峯村正実，安田一朗．実臨床での進行肝細胞
癌治療におけるソラフェニブ，レゴラフェニブ sequential 療法．肝がん分子標的治療研究会；2018 Jul 14；東京． 
60)  Suzuki K, Yuki S, Muranaka T, Nakatsumi H, Okuda H, Ando T, Ogawa K, Furukawa K, Minami S, Ohta T, Kato T, Nakajima 
J, Sasaki T, Sakata Y, Komatsu Y. Retrospective cohort study of TAS-102 in patients with mCRC: Analysis of cases of prior 
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regorafenib. 第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2018 Jul 19-21；神戸． 
61)  安藤孝将，作村美穂，細川 歩，高木宏明，吉田啓紀，植田 亮，南條宗八，三原 弘，藤浪 斗，梶浦新也，小
川浩平，杉山敏郎．消化器癌に対するフッ化ピリミジン系抗腫瘍薬に関連した下痢症における小腸粘膜障害の検討．
第 16 回日本臨床腫瘍学会学術集会；2018 Jul 19-21；神戸． 
62)  梶浦新也，林 龍二，村上 望，中嶋和仙，古市厚志，堀川英世，竹村佳記，島 友子，髙木宏明，吉田啓紀，南
條宗八，三原 弘，安藤孝将，藤浪 斗，三輪敏郎，杉山敏郎．経口摂取困難例におけるフェンタニル速放性製剤
と貼付剤によるがん性疼痛管理．第 16 回日本臨床腫瘍学会総会；2018 Jul 19-21；神戸． 
63)  吉田啓紀，安藤孝将，島田清太郎，作村美穂，高嶋祐介，高木宏明，南條宗八，三原 弘，梶浦新也，藤浪 斗，
杉山敏郎．高齢者の切除不能進行・再発大腸癌における Capecitabine＋bevacizumab 療法の治療成績．第 16 回日本臨
床腫瘍学会学術集会；2018 Jul 19-21；神戸． 
64)  滝澤大輝，村上 純，在田幸太郎，和田暁法，佐藤 勉．リツキシマブが奏効した関節リウマチ合併免疫性血小板
減少性紫斑病．第 36 回血液学会北陸地方会；2018 Jul 28；金沢． 
65)  長田巧平，安藤孝将，松原祐樹，作村美穂，中田直克，吉田啓紀，南條宗八，三原 弘，植田 亮，梶浦新也，藤
浪 斗，安田一朗．胃神経内分泌癌に対し Paclitaxel+Ramucirumab 療法を施行した 4 症例の検討．第 58 回北陸胃癌
談話会；2018 Aug 4；金沢． 
66)  村上 純，在田幸太郎，和田暁法，佐藤 勉．鉄欠乏に伴う反応性血小板増加の症例．第 42 回日本鉄バイオサイエ
ンス学会学術集会；2018 Sep 1-2；金沢． 
67)  土井晋平，國吉宣行，関根一智，辻川尊之，高野祐一，馬淵正敏，安田一朗．SpyGlassTMDS と電気水圧衝撃波結
石破砕装置を用いた胆道結石破砕術の有用性．第 54 回日本胆道学会学術集会；2018 Sep 27-28；千葉． 
68)  馬淵正敏，土井晋平，國吉宣行，関根一智，辻川尊之，高野祐一，安田一朗．胆嚢管へのガイドワイヤー誘導に経
口胆道鏡が有用であった胆道出血の 1 例．第 54 回日本胆道学会学術集会；2018 Sep 27-28；千葉． 
69)  関根一智，土井晋平，國吉宣行，辻川尊之，高野祐一，馬淵正敏，安田一朗．急性胆嚢炎に対する経乳頭的胆嚢内
瘻留置後の待機的胆嚢摘出術における有用性と安全性に関する検討．第 54 回日本胆道学会学術集会；2018 Sep 
27-28；千葉． 
70)  國吉宣行，土井晋平，関根一智，辻川尊之，高野祐一，馬淵正敏，安田一朗．急性胆嚢炎におけるドレナージ胆汁
の臭気レベルに関連する因子の検討．第 54 回日本胆道学会学術集会；2018 Sep 27-28；千葉． 
71)  畦地健司，長田巧平，村石 望，二日市有花，小林才人，田尻和人，高原照美，河相 覚，安田一朗．内視鏡的経
鼻膵管ドレナージにより代謝性アシドーシスを認めた膵管内乳頭粘液性腫瘍の 1 例．第 236 回日本内科学会北陸地
方会；2018 Sep 30；富山． 
72)  稲川慎哉，瀧川章子，圓角麻子，桑野剛英，渡邊善之，朴木久恵，八木邦公，戸邉一之，山崎秀憲，三原 弘．下
剤変更を契機に改善した若年者の偽性 Bartter 症候群の 1 例．第 236 回日本内科学会北陸地方会；2018 Sep 30；富山． 
73)  村井沙耶佳，在田幸太郎，和田暁法，村上 純，佐藤 勉．胃潰瘍性病変に共存した胃癌と心臓原発びまん性大細
胞型 B 細胞リンパ腫の合併例．第 236 回日本内科学会北陸地方会；2018 Sep 30；富山． 
74)  和田暁法，江口基紀，在田幸太郎，村上 純，杉山敏郎，佐藤 勉，山﨑悠紀，林 伸一，高松博幸．髄外腫瘤増
悪に対し DLd による再寛解導入を施行した多発骨髄腫例（Re-induction of multiple myeloma with extramedullary 
progression by using DLd regimen）．第 80 回日本血液学会学術集会；2018 Oct 12-14；大阪． 
75)  中山優吏佳，在田幸太郎，梶川清芽，村上 純，中嶋隆彦，井村穣二，渡辺騏七郎，和田暁法，杉山敏郎，佐藤 勉．
Spontaneous regression of breast diffuse large B-cell lymphoma after needle biopsy．第 80 回日本血液学会学術集会；2018 
Oct 12-14；大阪． 
76)  吉田啓紀，安藤孝将，島田清太郎，作村美穂，高嶋祐介，南條宗八，三原 弘，梶浦新也，藤浪 斗，小林由夏，
安田一朗，杉山敏郎．Efficacy of FOLFIRI plus ramucirumab or afribercept therapy in patients with bevacizumab beyond PD 
refractory metastatic colorectal cancer. 第 56 回日本癌治療学会学術集会；2018 Oct 18-20；横浜． 
77)  安村 敏．シンポジウム エビデンスに基づいたアルブミン製剤の使用について．日本臨床麻酔学会第 38 回大会；
2018 Nov 1-3；北九州． 
78)  土井晋平，安田一朗，国吉宣之，辻川尊之，関根一智，高野祐一，馬淵正敏．内視鏡的胆嚢内瘻ドレナージを目的
とした改良型 ENBD チューブの使用成績．第 26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神
戸． 
79)  綱島弘道，佐藤浩一郎，恩田 毅，足立貴子，松本光太郎，國吉宣行，梶山はな恵，関根一智，辻川尊之，高野祐
一，馬淵正敏，梶山祐介，土井晋平，平能康光，内藤善久，谷口桂三，山川達郎，菊池健太郎，安田一朗，川本雅
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司．当施設における ESD を施行した直腸粘膜下腫瘍の検討．第 26 回日本消化器関連学会週間；2018 Nov 1-4；神戸． 
80)  馬淵正敏，土井晋平，安田一朗．超高齢者に対する総胆管結石治療．第 26 回日本消化器関連学会週間
（JDDW2018KOBE）シンポジウム 4；2018 Nov 1-4；神戸． 
81)  岩田圭介，安田一朗，杉原潤一．良性膵管狭窄に対する膵管ステント抜去後の症状再燃を予測する因子の検討．第
26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）ワークショップ 14（JGES Core Session）Innovative therapeutic 
endoscopy：良性胆管・膵管狭窄に対する内視鏡治療；2018 Nov 1-4；神戸． 
82)  辻川尊之，安田一朗，土井晋平，國吉宣行，関根一智，高野祐一，馬淵正敏，岩下拓司．十二指腸球部からの 19G




器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
84)  田尻和人，二日市有花，高原照美，小林才人，安村 敏，峯村正実．進行肝細胞癌に対する分子標的薬治療の現状
と治療成績改善のための試み．第 26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
85)  作村美穂，安藤孝将，杉山敏郎．消化器癌に対する化学療法誘発性下痢症における小腸粘膜障害の検討．第 26 回日
本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
86)  高嶋祐介，南條宗八，三原 弘，二日市有花，島田清太郎，作村美穂，西野貴晶，小林才人，高木宏明，吉田啓紀，
安藤孝将，梶浦新也，藤浪 斗，杉山敏郎．クローン病におけるインフリキシマブ・バイオシミラーの有効性，安
全性の検討．第 26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
87)  二日市有花，梶浦新也，橋下伊佐也，猪又峰彦，島 友子，堀川英世，藤浪 斗，安藤孝将，三原 弘，南條宗八，
吉田啓紀，高木宏明，西野貴明，島田清太郎，作村美穂，高木昭佳，杉山敏郎．実診療におけるナルデメジンの処
方状況と効果について．第 26 回日本消化器関連学会週間（JDDW2018KOBE）；2018 Nov 1-4；神戸． 
88)  松原裕樹，安藤孝将，安田一朗．ワルファリンまたは DOAC 使用例における消化器癌化学療法の検討．第 1 回日本
腫瘍循環器学会学術集会；2018 Nov 3-4；東京． 
89)  三原 弘，内田邦敏，小泉修一．消化管運動に関与する TRPV4 活性化による上皮 ATP 放出への VNUT エキソサイ
トーシスの関与（パネルディスカッション）．第 20 回日本神経消化器病学会；2018 Nov 5-6；名古屋． 
90)  道野淳子，安村 敏，佐竹伊津子，中出祥代，富山隆介，吉田隼太，大槻晋也，山本由加里，村上 純，和田暁法，
北島 勲．reference laboratory としての腎移植・輸血検査の現状．第 36 回日本輸血・細胞治療学会北陸支部例会；
2018 Nov 10；高岡． 
91)  杉江奈々，在田幸太郎，上野智浩，仁井見英樹，北島 勲．術後止血困難を来した先天性第 X 因子欠乏症ヘテロ接
合型の 1 例．第 65 回日本臨床検査医学学術集会；2018 Nov 15-18；東京． 
92)  長森正和，安藤孝将，作村美穂，三原 弘，横田朋学，高嶋祐介，吉田啓紀，南條宗八，藤浪 斗，梶浦新也，安
田一朗．骨髄癌腫症を伴う PS 不良の若年性胃癌に対して FOLFOX 療法を施行した一例．第 127 回日本消化器病学
会北陸支部例会；2018 Nov 18；金沢． 
93)  横田朋学，三原 弘，作村美穂，安藤孝将，梶浦新也，田尻和人，藤浪 斗，峯村正実，安田一朗．胆管空腸吻合
術後に胆管内に形成された過形成性ポリープを内視鏡的に切除しえた一例．第 112 回日本消化器内視鏡学会北陸支
部例会；2018 Nov. 25；金沢． 
94)  村石 望，安藤孝将，作村美穂，髙嶋祐介，吉田啓紀，三原 弘，南條宗八，藤浪 斗，梶浦新也，安田一朗．腸
閉塞を来した腎細胞癌大腸転移の一例．第 112 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2018 Nov 25；金沢． 
 
◆ その他 
1)  安田一朗．急性膵炎．女性の病気 SOS 名医に聞く最善の医療．婦人公論．2018 Aug 28． 
2)  安田一朗．膵臓・胆道センター設立．岐阜新聞．2018 Oct 7． 
3)  安田一朗．膵臓がんに超音波内視鏡ミリ単位でも 90%発見．月刊北國 アクタス．2018 Dec 20；No. 354：76-8． 
4)  安田一朗．超音波内視鏡でがんに迫る，膵臓・胆道のスペシャリスト．医心．2018 Dec；No. 70：14-9． 
5)  Yasuda I. Current strategies for the endoscopic management of difficult-to-treat bile duct stones in Japan - Global trend of 
endoscopic bile duct stone management. TOKYO Live 2018 - Tokyo International Endoscopy Live 2018; 2018 Apr 28; Tokyo. 
(Evening Seminar) 
6)  Yasuda I. Post-Graduate Course “Pancreatobiliary endoscopy in challenging situations”. Asian Pacific Digestive Week 2018 
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(APDW2018); 2018 Nov 15; Seoul. (Lecture) 
7)  Yasuda I. EUS-FNA Live demonstration. EUS2018 (21st International Symposium on Endoscopic Ultrasonography); 2018 Dec 
1; Bangkok. 
8)  安田一朗．治療困難胆管結石の対処法．日本消化器内視鏡学会第 43 回重点卒後教育セミナー；2018 Feb 4；東京． 
9)  安田一朗．総胆管結石の内視鏡治療：基礎から応用まで．日本消化器病学会関東支部第 32 回教育講演会；2018 Feb 
12；東京． 
10)  安田一朗．胆膵疾患における内視鏡診断・治療の最近の進歩．川崎市外科医会学術講演会；2018 Feb 19；川﨑． 
11)  安田一朗．膵仮性嚢胞/walled-off necrosis に対する内視鏡治療．山梨 Pancreatic/biliary Seminar；2018 Mar 9；甲府．（特
別講演） 
12)  安田一朗．私と胆膵内視鏡－そのルーツは？．東京医科大学大学院特別講義；2018 Mar 30；東京． 
13)  安田一朗．EUS-FNA：現状と今後．第 7 回岡山 EUS 研究会；2018 Mar 31；岡山．（特別講演） 
14)  安田一朗．海外留学を考えている君たちへ！ －ASGE CEO- Ms. Patricia V. Blake を囲んで－．第 95 回日本消化器内
視鏡学会総会；2018 May 11；東京． 
15)  安田一朗．総胆管結石内視鏡治療の現状．第 17 回大津消化器疾患研究会；2018 Jun 23；大津．（特別講演） 
16)  安田一朗．胆膵疾患に対する内視鏡治療の現状．第 111 回日本消化器内視鏡学会北陸支部例会；2018 Jun 24；福井．
（教育講演） 
17)  安田一朗．膵・胆道疾患の内視鏡診断・治療．タケキャブ錠発売 3 周年記念講演会 in 糸魚川；2018 Jul 9；糸魚川．
（特別講演） 
18)  安田一朗．膵疾患の EUS：診断から治療まで．第 36 回日本消化器内視鏡学会関東セミナー；2018 Jul 16；東京． 
19)  安田一朗．肝・胆・膵疾患の診断と治療．婦中地区医療連携学術講演会；2018 Aug 23；富山．（特別講演） 
20)  安田一朗．膵胆道疾患に対する内視鏡治療．美濃消化器懇話会 2018；2018 Aug 24；岐阜．（特別講演） 
21)  安田一朗．超音波内視鏡（EUS）を用いた診断と治療．第 5 回長崎胆・膵研究会；2018 Sep 7；長崎．（特別講演） 
22)  安田一朗．最新の胆道・膵疾患診療．第 52 回地域連携研修会；2018 Sep 10；富山． 
23)  安田一朗．ステラーラ点滴静注 130mg 発売 1 周年記念講演会；2018 Sep 13；大分．（特別講演） 
24)  安田一朗．第 5 回静岡 EUS/ERCP 座談会；2018 Sep 15；静岡．（特別講演） 
25)  安田一朗．膵・胆道疾患の内視鏡診断と治療．美作医会学術講演会～CC セミナー～；2018 Oct 2；津山．（特別講演） 
26)  安田一朗．知っているようで知らない胆石のはなし．第 14 回クスリのアオキヘルスアップセミナー；2018 Oct 6；
富山．（特別セミナー） 
27)  安田一朗．肥満と消化器疾患．第 30 回日本医学会総会 2019 中部 プレイベント【市民公開講座】；2018 Oct 13；富
山．（特別講演） 
28)  安田一朗．最新の胆道・膵疾患診療．第 10 回富山薬剤師フォーラム；2018 Oct 18；富山．（特別講演） 
29)  安田一朗．最新の膵・胆道疾患内視鏡診療．真正会富山病院医局勉強会；2018 Oct 25；富山．（特別講演） 
30)  安田一朗．超音波内視鏡．北日本放送 いっちゃんメディコ；2018 Oct 28；富山． 
31)  安田一朗．膵がんに挑む．富山県医師会がん学術セミナー；2018 Nov 15；富山． 
32)  安田一朗．胆膵領域における内視鏡診断・治療．第 11 回北東京消化器病研究会；2018 Nov 26；東京．（特別講演） 
33)  安田一朗．胆膵内視鏡～次世代へのメッセージ～．第 5 回川崎北部胆膵研究会；2018 Dec 11；川﨑．（特別講演） 
34)  安田一朗．知っておくべき胆道・膵疾患の診断・治療．平成 30 年度富山市施設検診学術講演会；2018 Dec 21；富山．
（特別講演） 
35)  佐藤 勉．血液内科医を志す学生を育てる．北日本新聞．2018 Jun 9． 
36)  佐藤 勉．造血器腫瘍の遺伝子検査や創薬研究でワンランク上をめざす．医心．2018 Oct；69：20-4． 
37)  佐藤 勉．ワンランク上のキャリア形成．第 1 回富山大学専門研修プログラム説明会；2018 Jun 1；富山． 
38)  佐藤 勉．Better Bone Health for Lymphoma Survivors．第一三共社内研修会；2018 Jul 9；富山． 
39)  佐藤 勉．DPP8 阻害剤による骨髄腫治療の可能性．新規 DPP8/9 阻害剤による多発性骨髄腫治療薬開発に向けたア
カデミア創薬キックオフミーティング；2018 Aug 7；東京． 
40)  佐藤 勉．悪性リンパ腫の病態と治療．協和発酵キリン社内研修会；2018 Aug 27；富山． 
41)  佐藤 勉．CML 治療の経験．ノバルティスファーマ社内研修会；2018 Sep 6；富山． 
42)  佐藤 勉．アカデミア創薬を目指す DPP8 阻害を機序とする多発性骨髄腫の新規治療法．Toyama Academic GALA 
2018；2018 Sep 14；富山． 
43)  佐藤 勉．T 細胞リンパ腫と多発性骨髄腫．セルジーン社内研修会；2018 Oct 1；富山． 
− 90 − − 91 −
44)  佐藤 勉．FLT3 の変異と阻害剤．アステラス社内研修会；2018 Oct 29；富山． 
45)  佐藤 勉．ワンランク上の血液内科を目指して．第 87 回富山大学医学会学術集会教授就任記念講演会；2018 Oct 31；
富山． 
46)  佐藤 勉．大学病院らしいワンランク上の血液内科を目指して．第 9 回富山大学第三内科関連病院連携臨床・研究
カンファレンス；2018 Nov 10；富山． 
47)  佐藤 勉．最新の悪性リンパ腫治療．第 53 回地域医療連携研修会；2018 Nov 12；富山． 
48)  佐藤 勉．ワンランク上の診療そして人材育成．平成 30 年度富山大学附属病院関連病院長懇談会総会；2018 Nov 16；
富山． 
49)  佐藤 勉．血友病患者さんの就業環境と治療の重要性．血液希少疾患医療関係者向け公開セミナー〜血友病ってど
んな病気？〜；2018 Nov 30；富山． 
50)  佐藤 勉．細胞死と活性酸素―ネクローシスからアポトーシスそしてオートファジーへ―．第 446 回放射線基礎医
学セミナー；2018 Dec 5；富山． 
51)  佐藤 勉．B 細胞性腫瘍における BCR pathway 阻害剤．第 1 回北陸 B 細胞性腫瘍の会；2018 Dec 8；富山． 
52)  佐藤 勉．血液内科と地域医療連携．第 3 回地域医療連携懇話会；2018 Dec 20；富山． 
53)  佐藤 勉．多発性骨髄腫に対するアカデミア創薬―新規 DPP8 阻害剤の開発と治療応用―．共同研究ミーティング
（ファイザー）；2018 Dec 21；富山． 
54)  高原照美．最近の肝臓病の特徴．富山県肝臓週間講演会；2018 Jul 21；富山． 
55)  藤浪 斗．ヘパリンブリッジの現状．内視鏡と抗血栓薬を考える会；2018 Apr 5；富山． 
56)  藤浪 斗．最近の消化管出血の傾向について．第 428 回 富山県病院薬剤師会学術講演会；2018 Apr 14；富山． 
57)  藤浪 斗．機器に関する取り組み報告-画像強調内視鏡-．第 24 回北陸地区消化器内視鏡懇談会；2018 Aug 18；金沢． 
58)  藤浪 斗．消化管出血の傾向．消化器内視鏡フォーラム 2018；2018 Nov 6；富山． 
59)  藤浪 斗．研修プログラムの立案．第 16 回臨床研修指導医養成セミナー；2018 Nov 30；富山． 
60)  安藤孝将．消化器研究最前線 Summing Up．The GI FOREFRONT；2018；12(1)：72-3． 
61)  安藤孝将．ヘリコバクター・ピロリ除菌時代に注意すべき胃腫瘍病変；2018 Jan 25；富山． 
62)  安藤孝将．大腸がんにおける血管新生阻害剤の使い分け；2018 Feb 23；富山． 
63)  安藤孝将．CRC Roundtable Discussion；2018 May 25；東京． 
64)  安藤孝将．胃がん化学療法の進め方．エビデンスとプラクティス．第 2 回長野日赤消化器癌化学療法 conference；2018 
Apr 27；長野． 
65)  安藤孝将．がんにおける静脈血栓塞栓症のマネジメント．エリア座談会；2018 Jul 23；富山． 
66)  安藤孝将．治癒切除不能大腸癌に対する原発巣切除後の転移巣増大に関する検討．富山消化器セミナー；2018 Aug 
31；富山． 
67)  安藤孝将．胃がんの疫学・検査・診断；もっと知ってほしい胃がんのこと．富山市民公開講座；2018 Sep 29；富山． 
68)  安藤孝将．消化器がん治療の進歩と血栓塞栓症．癌と循環器疾患を考える会；2018 Nov 16；富山． 
69)  安藤孝将．遺伝性大腸癌の拾い上げと診断に関する up to date-リンチ症候群を中心に-．大鵬薬品富山営業所勉強会；
2018 Nov 27；富山． 
70)  田尻和人．進行肝細胞癌治療について．エーザイ社内勉強会；2018 Mar 13；富山． 
71)  田尻和人．顕性肝性脳症における治療戦略．大塚製薬 e 講演会；2018 May 17；富山． 
72)  田尻和人．これからの肝硬変診療．魚津医師会講演会；2018 May 31；魚津． 
73)  田尻和人．肝細胞癌の最近の治療．肝寿会勉強会；2018 Dec 1；富山． 
74)  田尻和人．進行肝細胞癌治療について．バイエル社内勉強会；2018 Dec 11；富山． 
75)  安村 敏．輸血のリスクと緊急輸血．富山県合同輸血療法委員会認定看護師スキルアップ研修会；2018 Feb 17；富
山． 
76)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 20 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2018 Mar 8；大
阪． 
77)  安村 敏．アルブミン製剤の有用性と適正使用．中東遠地区 血液製剤使用指針セミナー；2018 Jul 20；掛川． 
78)  安村 敏．エビデンスに基づいたアルブミン製剤の適正使用について．アルブミン WEB 講演会；2018 Jul 25；東京． 
79)  安村 敏．輸血療法の考え方と内科の輸血．第 21 回学会認定・自己血輸血看護師制度 合同研修会；2018 Oct 26；
東京． 
80)  安村 敏．アルブミン製剤の使用エビデンスについて．平成 30 年度富山県麻酔科医会研究会；2018 Nov 16；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
− 91 −
81)  村上 純．治療に難渋した ITP の 1 例．リツキサン適応拡大記念講演会；2018 Feb 17；金沢． 
82)  村上 純．造血幹細胞移植の進歩－当院での取り組み．第 53 回地域医療連携研修会；2018 Nov 12；富山． 
83)  梶浦新也．富山大学の取り組み．富山市民病院緩和ケアセミナー；2018 Jan 13；富山． 
84)  梶浦新也．死が近づいたとき．富山大学附属病院緩和ケアフォローアップ研修会；2018 Jan 27；富山． 
85)  梶浦新也．緩和ケア研修会・緩和ケア合同検討会議について．富山大学附属病院緩和ケア市民公開講座；2018 Feb 18；
富山． 
86)  梶浦新也．緩和ケアのはなし．富山大学附属病院ほほえみサロンミニ講座；2018 Mar 6；富山． 
87)  梶浦新也．富山大学における緩和ケアセンターと緩和ケア病床．第 49 回富山大学附属病院地域連携研修会；2018 Mar 
12；富山． 
88)  梶浦新也．難治性がん疼痛における疼痛治療と便秘対策 －メサドンとナルテメジン－．がん性疼痛治療地域連携
会；2018 May 11；砺波． 
89)  梶浦新也．実診療におけるナルデメジンの処方状況と効果について．第 40 回富山緩和医療研究会；2018 May 19；
富山． 
90)  梶浦新也．がん治療の考え方．富山大学附属病院がん看護専門セミナー；2018 May 24；富山． 
91)  梶浦新也．在宅緩和ケアパスの ICT 化の有用性に関する研究案．第 4 回北陸緩和医療研究会臨床研究懇話会；2018 Sep 
4；金沢． 
92)  梶浦新也．e-learning の復習．富山大学附属病院緩和ケア研修会；2018 Sep 8；富山． 
93)  梶浦新也．e-learning の復習．厚生連高岡病院緩和ケア研修会；2018 Sep 9；高岡． 
94)  梶浦新也．緩和医療領域におけるオピオイド，特にレスキュー薬の使用．第 23 回高岡医療圏在宅・緩和医療懇話会；
2018 Sep 15；高岡． 
95)  梶浦新也．パネルディスカッション．富山大学附属病院がんゲノム市民公開講座；2018 Sep 25；富山． 
96)  梶浦新也．遺伝子パネル検査について．富山大学附属病院がんゲノム医療キックオフミーティング；2018 Sep 25；
富山． 
97)  梶浦新也．がん治療に用いられるオピオイド．緩和医療を考える会；2018 Oct 5；富山． 
98)  梶浦新也．がん治療に用いられるオピオイド．協和発酵キリン社内勉強会；2018 Oct 20；富山． 
99)  梶浦新也．富山大学緩和ケア病床．富山緩和ケアセミナー；2018 Oct 23；富山． 
100)  梶浦新也．在宅緩和ケアパスの ICT 化の有用性に関する研究．緩和ケアにおける高岡医療圏がん拠点病院ピアレビ
ュー及び医療圏内課題協議会；2018 Nov 11；高岡． 
101)  梶浦新也．がん治療に用いられるオピオイド．Pharmacist Small Seminar；2018 Dec 11；富山． 
102)  梶浦新也．がん治療で大切なこと －早期からの緩和ケア・がんの標準治療とは－．第 2 回北信がんプロ合同市民公
開講座・県民公開シンポジウム；2018 Dec 16；福井． 
103)  和田暁法．髄外病変再燃に対する DLd 再寛解導入例．Hematology Forum in Toyama；2018 Mar 2；富山． 
104)  和田暁法．多発性骨髄腫における治療戦略．Multiple Myeloma Research & Clinical Seminar；2018 Mar 9；金沢． 
105)  和田暁法．第 1 世代 TKI における休薬の経験．CML Scientific Seminar；2018 Mar 16；金沢． 
106)  和田暁法．多発性骨髄腫における最新治療．セルジーン株式会社社内講演会；2018 Apr 12；金沢． 
107)  和田暁法．高齢者 RRMM に対する ELd 長期投与例．富山県血液疾患講演会；2018 Jun 15；富山． 
108)  和田暁法．3 系統の増加を来している若年真性多血症．MPN seminar；2018 Sep 21；富山． 
109)  和田暁法．Late line における Kd 療法長期奏功例．多発性骨髄腫最新治療講演会 in 富山；2018 Oct 19；富山． 
110)  和田暁法．多発性骨髄腫における治療選択．北信越血液疾患懇話会；2018 Nov 15；上越． 
111)  三原 弘．ノロウイルスの消毒法．いっちゃんメディコ；2018 Jan 15；富山． 
112)  三原 弘，Jibran Sualeh，Muhammad，南條宗八，安藤孝将，峯村正実，内田邦敏．機械刺激感受性 TRPV4 イオン
チャネルのメチル化サイレンシングが直腸低感受性に関与しているかの検討．第 1 回日本消化器病学会慢性便秘の
診断・治療（関連）研究会；2018 May 12；東京． 
113)  三原 弘．便秘のスッキリ診療．第 52 回富山大学附属病院地域連携研修会；2018 Sep 10；富山． 
114)  三原 弘．これでスッキリ！便秘診療．第 33 回となみ野カンファレンス；2018 Nov 21；砺波． 
115)  三原 弘．便秘診療～富山大学の現状～ 慢性便秘症セミナー in Toyama；2018 Dec 18；富山． 
116)  南條宗八．シンポニー，ステラーラの使用経験．田辺三菱製薬社内研修会；2018 Dec 11；富山． 
117)  南條宗八．当院でのクローン病診療．日本化薬社内研修会；2018 Jul 13；富山． 
118)  南條宗八．小腸疾患診療の実際．第 298 回富山消化器疾患懇話会；2018 Nov 14；富山． 
− 92 − − 93 −
119)  南條宗八．抗 TNFα 抗体製剤の新たな選択肢−富山大学での臨床研究を踏まえて−．第 9 回日本炎症性腸疾患学会学
術集会（コーヒーブレイクセミナー2）；2018 Nov 22；京都． 
120)  在田幸太郎．スライドカンファレンス 3：針生検後完全消失し 2 年無再発の乳腺原発びまん性大細胞型 B 細胞リン
パ腫．第 33 回悪性リンパ腫治療研究会；2018 Mar 3-4；松江． 
121)  在田幸太郎．合併症を有する骨髄線維症患者に対するルキソリチニブによる治療経験．Novartis Hematology JAK web 
seminar；2018 Jun 4；富山． 
122)  在田幸太郎．Ponatinib が有効であった Dasatinib 抵抗性高齢者再発 Ph+ALL．Otsuka Hematology Forum 2018；2018 Jul 
6；富山． 
123)  在田幸太郎．DLBCL 治療後の治療関連 AML に対しアザシチジン投与中に出現したリンパ節腫脹．富山リンパ腫の
会 2018；2018 Sep 7；富山． 
124)  在田幸太郎．骨髄線維症患者に生じたまれな感染症．富山血液感染症講演会；2018 Oct 5；富山． 
125)  在田幸太郎．造血器腫瘍．富山県診療情報管理研究会；2018 Oct 20；富山． 
126)  二日市有花．当院におけるレミッチの使用経験．肝細胞癌の治療を考える；2018 Nov 27；富山． 
127)  二日市有花．富山大学におけるレンバチニブの使用経験．富山 LENVIMA-HCC ExpMT；2018 Dec 8；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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